
Ⅱ．お知らせコーナー

タカタ製エアバッグの新たなリコール改修促進策
～未改修の車は、車検の有効期間が更新されなくなります～

決定の
お知らせ

　タカタ製エアバッグは、ガス発生装置（インフレ―タ）が異常破裂し、金属片が飛散する不

具合が発生しているため、平成21年以降リコールを実施していますが、昨年12月末現在で、自
動車メーカー９社、96車種、約113万台の未改修車があります。メーカーから交換部品の供給

が確保できたことに加え、一刻も早い改修が必要であることから、異常破裂する危険性が高い
未改修車については、車検で有効期間が更新されなくなります。

≪措置の概要≫
開始時期 平成30年５月１日

措置適用のタイミング

 申請窓口でＯＣＲシートを読み込むとき。

 （※ＯＳＳ申請の際には、運輸支局等が受付審査を行ったとき。）

措置の対象であった場合

 メーカー等が発行する『改善措置済証』を運輸支局等にて確認を行う。

 （改修の状況が、国土交通省や軽自動車検査協会のシステムに記録されます。）

『改善措置済証』の提出がない（システムに記録がない）場合

「提出書面不備」となり、自動車検査証の備考欄に措置の対象である旨の記載（手

書き等）と受付日付印を押印し、申請書と添付書類を申請者へ返却する。（放置違

反金滞納と同様の取り扱いになります。）

※指定扱いの場合は、保安基準適合証の有効期限が切れてしまう恐れがあります。
※持ち込み検査の場合は、検査日から15日以内であれば、検査票は有効なものと
して更新可能です。

≪会員の皆様にお願い≫
○車検に限らず、点検、整備、オイル交換またはイベント等でご来店の際には、「メーカー名」と「車

台番号」を確認し、未改修車両かどうかご確認ください。

○未改修車両であった場合は、すみやかにディーラー等に連絡のうえ、改修のスケジュール調

整をしてください。

≪検索システムについて≫
　メーカーのホームページのほか、日整連が作成した検索システムや検索アプリをご利用くだ

さい。日整連作成の検索システムへのリンクバナーを、振興会ホームページに表示しましたの

でご活用ください。
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振興会ホームページ（トップページ）

↓リコール情報検索システム（日整連）↓

スマートフォン・アプリもありますので、ご活用ください。

このバナーをクリックする
と、日整連の検索システム
が開きます。

メーカー名、車台番号を入
力して、『検索する』をク
リックしてください。
リコールの対象かどうか、
改修ができているかどう
か、表示されます。
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指定事業者の皆さんへ

平成29年度　指定事業者研修会の研修概要
（指定工場で管理・保存が必要なファイル類はありますか？）

　５月末から６月初めにかけて、５会場で開催しました『平成29年度　指定事業者研修会』で、
振興会からご案内しました内容をとりまとめてご紹介します。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

　ある日のこと、振興会・事務局に指定の会員さんから、運輸支局が行う監査についてのお問
い合わせがありました。

「今日、監査があってね～。いつもやったら適合証と記録簿見て、何十分かで帰っていくのに、
今日は随分長いこと座っとってね～。あれやこれや出せって言われて、今まで見られたこと
ないものいっぱい見て帰ったんよ。
こんな監査、あるの～？」

　そうです。そんな監査もあるんです！随分長いことやっていなかった時期もあったそうです
が、適合証や指定整備記録簿以外にも、あれこれ見られる場合があるそうです。突然そんなこ
とがあっても対応できるように、皆さんの事業場には、以下のファイル等はありますか？今か
らでも遅くはありません。指定工場で管理・保存が必要なファイル類を、今一度ご確認ください。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

（１）申請書（控）
　指定自動車整備事業関係事務処理要領 第12条（検査員必携 P.1303）により、「指定事業
者は、申請書及び届出書類等の写しを整理保存するものとする。」と規定されています。申
請から事業場の変更届、検査員や整備主任者の選任、変更、解職の届の控えがありますか？

（２）認証書、指定書、認定書
　認証書、指定書（認定を受けている場合は、認定書）はありますか？事業場名、所在地
等の記載内容に誤りはないですか？
　指定を受けた対象外の車両に保安基準適合証を交付してしまい、処分された事例もあり
ます。「対象とする自動車の車種」の欄は、よくご確認ください。

（３）事業場組織図
　事業場組織図は掲示されていますか？掲示している内容（人の配置や取得資格）は、間
違いありませんか？
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（４）点検整備の料金表の掲示
　道路運送車両法施行規則 第62条の２の２第１項第１号（検査員必携 P.161）により、定
期点検整備の料金表の掲示が義務付けられています。車検や定期点検の料金について、料
金表が掲示されていますか？（商工組合で、税込み3,460円で販売しています。）表示されて
いる金額と、請求書に記載される金額は合っていますか？

（５）概算見積書の交付
　道路運送車両法施行規則 第62条の２の２第１項第２号（検査員必携 P.161）により、定
期点検整備に係る概算見積書の交付が義務付けられています。車検や定期点検の依頼があっ
た際に、概算見積書を交付していますか？控えはありますか？

（６）社内規程
　2017年５月現在の社内規程は、2009年６月版です。
　第６条（２）に「登録識別情報等通知書」という言葉が入っていれば、最新のものです。

（７）社内監査表
　2017年５月現在の社内監査表は、2013年１月版です。
　振興会ホームページの「会員向け Topics & news　2013年１月11日」の記事から、ダウ
ンロードできます。

（８）監査実施記録簿
　運輸支局による立入監査が実施された際には、「監査実施記録簿」に監査の結果を記録し
てください。

（９）従業員教育実施記録簿
　社内規程第12条で、「事業場管理責任者及び主任技術者が主体になって、実施計画に基づ
き定期的に実施し、その実施結果について記録する」としています。
　実施計画や実施記録簿はありますか？

（10）自動車検査用機械器具管理規程
　作成例では、検査機器の管理責任者は「自動車検査員」となっており、規程の管理も自
動車検査員が行います。

（11）自動車検査用機械器具台帳・整備記録簿
　検査機器管理規程に基づき、機器台帳（第１号様式）、整備記録簿（第２号様式）の備え
付け及び記録が必要です。最近変更した機器（特に、新設したオパシメータなど）の台帳
や記録簿の準備が整っているか、ご確認ください。

次号につづく…。
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別紙２（照会・回答様式）

打刻のはね等にかかる照会

〔照会欄（照会者が記入）〕
　下記の車両にかかる打刻について、貴社が輸入した車両及び /または原動機になされた
打刻と相違ないか確認いたしたく、ご回答をお願いします。

照会者： 照会日：　　　年　　月　　日

E-mail： TEL：

車名

型式（有型式車の場合）

車台番号

初度登録年

登録番号

原動機型式

原動機シリアルナンバー

照会時の走行距離

照会の背景

※打刻の写真（打刻のはね等の状態が鮮明なもの）を添付します。

〔回答欄（回答者が記入）〕

回答者： 回答日：　　　年　　月　　日

E-mail： TEL：
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平成30年２月吉日

会員各位

一般社団法人愛媛県自動車整備振興会

会　長　　日　野　利　一

二種養成施設における自動車整備士講習会の
受講料改定のお知らせ

前略　日頃は振興会事業にご支援ご協力を賜り厚くお礼申し上げます。

さて、近年、自動車業界における人材不足が取り沙汰されておりますが、振興会で実施

している自動車整備士講習会においても受講者が激減し開講も出来ない場合があり、短期

間で資格取得を目指す方にとってはお待たせするなど大変不利な状況が続いております。

当会と致しましても委員会等で対応策を検討してまいりました結果、少人数でも定期的に

開催できるよう受講料を改定することとなり、理事会で了承されました。

つきましては、平成30年度前期講習会（平成30年４月１日）より受講料を下記の通り改

定させていただきます。

何卒、ご理解の程、よろしくお願い申し上げます。

草々

受講料改定（平成30年４月１日より） 会員料金【税込】

種　類 新 旧

１級小型 ８７，０００円 ６５，０００円

１級小型＋２級ガソリン補足、
２級ジーゼル補足

１３２，０００円 ９５，０００円

２級ガソリン、２級ジーゼル、２級二輪 ６３，０００円 ４３，０００円

２級シャシ ４５，０００円 ３０，０００円

基礎＋３級シャシ、３級ガソリン、
３級ジーゼル、３級二輪

６０，０００円 ４１，０００円
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　全国の整備相談所に寄せられた整備相談事例（苦情・問い合せ含む）のうち、今月は、10件を掲載いたします。

Ｃａｓｅ１　点検記録簿がなく、点検ステッカーも
貼っていない
平成29年７月14日　滋賀県　男性
車名：不明　　登録年月：不明　　走行距離：不明

【相談】
中古車販売店で中古車を購入。車検付きで購入した

が、定期点検整備記録簿が車に載っていない。また、

点検ステッカーも貼っていない。どうすれば良いか。

【対応】
まず、「中古車販売店に定期点検整備記録簿を請求

して下さい。定期点検整備記録簿が無いのであれば、

点検整備をしているかどうか確かめて下さい」と伝え

た。指導等をして欲しい場合は、未認証工場（黄色い

看板の認証工場ではない）なので、こちらからは指導

が出来ないため、市の消費生活センターを紹介した。

Ｃａｓｅ２　リビルト部品が壊れた時の対応について
聞きたい
平成29年７月20日　兵庫県　事業者
車名：軽自動車　　登録年月：不明
走行距離：不明

【相談】
エアコンのコンプレッサーをリビルト品に交換した

が、交換した部品が壊れた。リビルト品供給会社は新

しい品を送るとは言うが、交換には工賃が必要だ。し

かし、この交換工賃は払えないと言う。おかしくない

か？こういったことが発生するといつも当社は自社で

負担しているが、他の事業者はどういった対応をして

いるのか、また他にこのようなトラブルがないかも聞

きたい。

【対応】
基本的にリビルト供給会社との契約に関するところ

ではないか？と言うと、契約はしていないし供給は普

段の付き合いがある部品商。また、そういった部品商

と契約書を交わしている整備事業者があるのか？と、

何故か当会に詰め寄ってきた。当会では答えようがな

い。契約とは本来そういうもの。今までの付き合いで

整備工場が泣いてきたことが多いのは理解できる。し

かし、今回のことを含めそのリビルト会社から供給さ

れるものは50％の確率でトラブルがある（と事業者は

言う）のなら、もっと早く対策を講じるべきで、それ

は部品商とリビルト品供給会社を交えて契約を交わす

べきもの。もしくは、ユーザーに、「当該リビルト品

は安価だが不都合があることもあり、壊れたら部品は

無償だが別途工賃はかかる（割引でも構わない）」と

伝えておけば御社が負担することもないのではない

か？とにかく、当会としてはリビルト品が壊れるから

どうにかして欲しいと言われても、どうにも出来ない。

「自己防衛手段は各事業所で行って欲しい」と言うと、

「法的にはどうなのか？」とさらに突っ込んできたの

で、法的解釈を求めるなら弁護士に相談して欲しいと

伝えた。整備相談でもないので、ここで相談を終えた。

Ｃａｓｅ３　車検納車後、ブレーキの不具合が発生し
た
平成29年８月８日　秋田県　男性
車名：乗用車　　登録年月：平成15年
走行距離：約90,000㎞

【相談】

全国の整備相談所に寄せられた整備相談事例のご紹介
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平成29年８月初旬、Ａ整備工場（会員）に車検整備

を依頼した。納車後２～３日して高速（80～90㎞／ｈ）

で強めにブレーキを踏んだらハンドルがガタガタと振

れ、左右に引っ張られ危うく事故を起こしそうになっ

た。ブレーキが壊れたかと思い、前後輪のブレーキディ

スクをホイールの隙間から覗いたところ、ディスク面

が凹凸状になっていた。工場側に苦情を申し立てたと

ころ、ディスクローターに錆び付きがあったので、サ

ンドペーパーで研磨を行った、との説明があった。また、

今回の不具合に対し、ブレーキローターの交換及びパッ

ト交換の費用（約10万円）がかかるとの説明を受けた。

「すぐ不具合に至る状態で、本当に車検を取ったのか不

審に思う。また、今回の修理費用は私が負担しなけれ

ばならないのか。勝手にブレーキを削って壊したので、

工場側で負担して欲しい」との相談があった。

【対応】
相談者から申し出内容を確認し、当相談所はあくま

で話し合いにより円満解決を図る機関であり、金銭面

については関与できる範囲外である旨を説明した。そ

の上で、当該工場を教えて貰ったところ会員工場で

あったため、相談者了解のもとＡ整備工場に内容の確

認をした。Ａ整備工場によると、最初に入庫したとき

の状況として、前後のディスクローターに段付き摩耗

が確認されたが、研磨するほどの摩耗ではなかったの

で、ペーパー研磨による措置で対応、走行テスト等で

不具合はなかったため納車をした。その後相談者から

の苦情を受け、工場側の対応としてディスクローター

は研磨、パットは交換をする方向で整備内容説明し、

費用割合についてもどうするか相談しているところで

ある。また、相談者は車についての知識もあり、細か

いところにもこだわる方であるため、経緯を説明した

つもりではあったが、細部がうまく伝わっていなかっ

たのではないかと思われる、との話であった。Ａ整備

工場には、説明不足としての整備相談であったと思わ

れるので、再度相談者に対し詳細を説明していただく

よう伝えた。また、その旨を相談者に電話にて説明し

たところ、工場側からの対応を待ってみますとの回答

があった。また、もし納得がいかないようであれば電

話していただくようお願いし、電話を切った。その後、

Ａ整備工場より電話があり、無事解決した旨の報告が

あった。

Ｃａｓｅ４　口頭のみの見積りで勝手に修理された
が、支払いはどうしたら良いか
平成29年８月14日　千葉県　女性
車名：不明　　登録年月：不明　　走行距離：不明

【相談】
相談者は、足元からエンジンルームにかけて音が出

るので修理して欲しいと工場へ依頼した。修理にあた

り見積書が欲しい旨を伝えたが貰えず、口頭で２～

３万円かかるとのことであったのでそのまま修理依頼

した。修理完了後も音は直らずライトもおかしくなっ

ていた。ライトは触っていないとのことであったが、

調整して前の（正常な）状態にして戻してくれた。そ

の後、８万円の請求書が届いたので、聞いていた話と

違っている、おかしいとの苦情。また、同時期に相談

者の同僚が輸入車を修理依頼したが、そちらも見積書

も貰えず、勝手に部品発注され、修理が完了していて

納得できないという事もあったとのこと。なぜ、そん

なに色々納得できないことがあった事業場に修理依頼

するのか尋ねたところ、社長本人が外車は得意である

旨の話をしていたので、信じてお願いしたとのこと。

いずれの車も修理内容も納得できないまま納車されて

手元にはあるが、自分の車に８万円の請求書が届いて

おり、同僚にも請求書が届いているが、納得できない

ため支払いをしていない状況にある。どうしたら良い

かとの相談。

【対応】
事業場にも電話で確認したところ、相談者の話と内

容が真逆であることから両者で直接話し合っていただ

きたい旨をお願いした。事業者は納車時に説明もし、

請求書を出した。入金がないので修理内容に納得され

ていないのかと思い何度か連絡しているが、連絡が取

れない状態であるとのことであった。相談者にはいず

れにしても今一度話し合いの場を持てるように連絡を

取り合っていただきたい旨をお願いした。相談者は何
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度も納得のいかない同じ話になってしまうので連絡は

取りたくないとのことで、運輸支局に連絡するような

話であった。

Ｃａｓｅ５　修理代が高すぎないか
平成29年８月15日　京都府　男性
車名：二輪車　　登録年月：不明　　走行距離：不明

【相談】
相談者所有のバイクを友人に売却。その友人がエ

ンジンかからず近隣のバイク屋へ持ち込んだところ、

キーシリンダーの不良と言われ、工賃込みで２万８千

円と提示された。「ついでに悪いところ見といて」と

指示しバイクを預けた。完了したところキーシリン

ダー以外に、タイヤ前後、プラグ、オイルが勝手に交

換されており５万１千円の請求であった。二輪車の正

規代理店に尋ねたところ、キーシリンダー２万２千円

（工賃込み）、タイヤ１本５千円、工賃６千円（前2,500

円＋後3,500円）と言われた。これだけで３万８千円と

なり、１万３千円がプラグとオイル交換になる。高す

ぎないか？工賃は決まっているのではないか？勝手に

交換するのは問題ではないか？どこか調停してくれな

いか？

【対応】
消費者センターに聞かれ電話をされてきた模様。工

賃は決まっていない。レバーレートというものがあり、

それを作業時間に掛けて算出するのが普通だが、レバー

レートは店によって違う。逆に工賃を定めると公取に

引っかかる。よってこちらから、工賃が高いのでは？

との指導は出来ない。ましてや、当会の会員外なら話

が出来ない。新車ならＰＬセンターがあるが、どこか

の団体が調停してくれるという話は聞いたことがない。

もちろん、ユーザーの承諾なしに部品を交換したこと

は糾弾出来るのではないか？その部分の工賃をタダに

してくれ！との主張も自由であるが、いずれにしても、

相手との話し合いになる。話が付かなければ、弁護士

の無料相談等の活用も考える必要があるであろう。

Ｃａｓｅ６　工場の対応が冷たい
平成29年８月16日　和歌山県　男性
車名：乗用車　　登録年月：平成10年８月
走行距離：156,372㎞

【相談】
平成29年３月にＢ指定工場にて指定整備を実施。本

年８月に『案内ハガキ：ロングドライブチェック』が

届き、また同月に旅行を計画していたたこともあり、

同工場へ入庫した。工場独自の『ロングドライブチェッ

ク』を受け、「旅行も大丈夫と思います」との声をメ

カニックより頂いたとのこと。しかし、旅行中に車の

エンジンが壊れ、廃車することになった。後日工場に

行き事情を話したが、冷たい対応であったため相談窓

口への連絡となった（故障原因については、相談者の

口からは出ない）。

・状況を説明に行ったところ、責任逃れ的対応で立腹

した。

・誠実に対応しない（今回の旅行で車がダメになると

いうことは考えられないと言い切った）。

・保証とか訴訟とかは考えていないが、もう少し丁寧

に、申し訳なかった的な対応をして欲しかった。

【対応】
相談窓口よりＢ指定工場へ連絡をとり状況を説明し

たところ、直接の担当者ではないが概要を熟知する主

任技術者が電話に出た。整備業賠償共済保険に未加入

のため、同種の保険への加入有無を確認したところ、

独自に加入している旨が判明したが、『ロングドライ

ブチェック』は独自の10項目の目視チェック（ウォッ

シャー液、エンジンオイル、冷却水等）するもので、

無料であり交換もしていないことから保険対象にはな

らない、との見解を得た。点検（チェック）はその後

の機械的保証をするものではないが、直前に『ロング

ドライブチェック』を受けたにも拘わらず被害を受け

た相談者に対し、もう少し親身になった対応が必要で

はないのか、との質問を投げかけた。今となっては、

エンジンが壊れた原因が不明のため何とも言えない

が、３回連続で車検整備を実施し15万㎞以上走行して

いるが、タイミングベルトは交換したのか問うても、
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実施していないとのこと。おまけに、チェック時ラジ

エターホースにヒビがあり、相談者に様子を見て乗っ

てとアドバイスを実施している事実も判明した。相談

者への対応については、社員教育の実施を約束したた

め、相談者に電話して詳細を説明すると共に、過走行

車両の日常点検の実施についても強く要請をした。同

日、相談者に連絡をとり、同社が相談者への対応を含

む社員教育に努める約束をした旨を説明。相談者も納

得したため、受話器を置いた。

Ｃａｓｅ７　重量税の金額が車検ごとに違う
平成29年８月21日　兵庫県　女性
車名：乗用車　　登録年月：不明　　走行距離：不明

【相談】
車はディーラーで新車購入。車検もこの購入店で毎

回受け、支払いはいつも言われたまま支払ってきた。

しかし、この度の車検で少々高く感じたので以前の請

求書を出してきて比較してみたところ、法定費用に差

があり、高い時は１万円近く違うことが分かった。当

該店舗マネージャーに聞くと、「金を返したらいいん

だろう」というような言い方をしたが、金銭のことだ

けを言っているのではないので、その対応に憤慨して

いる。二度とこの店には行かないが、会社として、業

界として問題があると考える、と対象の販売店、拠点

名、責任者、自分の名前、電話番号を言った。また、「拠

点には電話しなくていい。言ってもどうせ拠点止まり

で揉み消すと思う。貴会がこの問題の大きさを感じた

ら本部に電話をして今後の対応を考えさせて欲しい」

と言って、電話を切った。

【対応】
対応のしようもないが、拠点には電話するなという

ことだし、本部に連絡を、とのことなので、苦情内容

を本部に伝えるだけは伝えることにした。新車時の重

量税と車検時の重量税を比較しているのか、減税分の

差額なのか、減免対象の車なのだろうがディーラーの

説明不足に間違いないと思われるので、本部に伝える

ことはあながち間違えているとも思えない。連絡時に

は回答不要ということにし、ここで相談を終えたが、

相談者の勝手な誤解で「二度と行かない」と言われて

いたとしたら、今後、販売店側の接客スキルの向上は

大きな課題となる。

Ｃａｓｅ８　プラグ交換のミスが原因でエンジンが不
調になった
平成29年８月22日　栃木県　男性
車名：軽自動車　　登録年月：平成12年
走行距離：92,000㎞

【相談】
・平成29年７月、カー用品店（指定工場）にて相談者

はプラグ交換を依頼。数日後エンジンが不調になり

異音も発生したため、同店舗に確認を依頼したが原

因が特定できなかった。

・不調の原因について、ディーラーに持ち込み点検依

頼。原因は、プラグコードの接続不良とブラグ上端

の端子部分が脱落していることが判明。ディーラー

では10万円程度の修理見積りが発行された。

・その後カー用品店にクレームを入れると、当社の作

業ミスも考えられるので、不具合部品と関連性のあ

る部品交換を部品代のみの料金でやらせて貰えない

かと提案された。整備ミスが原因で不具合が発生し

たことから、納得がいかないとの相談。

【対応】
カー用品店の整備責任者に連絡を取り事実関係の確

認と相談者からの要望を伝えたところ、誠意をもって

対応していたつもりだったが説明不足で誤解を招いて

いることから、相談者に連絡を取り十分な説明をした

上で今後の整備内容を再度相談するとの回答。相談者

から後日連絡が入り、プラグ、イグニッションコイル・

プラグコード等の交換によりエンジンが正常になり快

適に走行できるようになった。また、料金も納得でき

る内容であったとの報告があった。
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Ｃａｓｅ９　１年経ってもエンジンの不具合が直らな
い
平成29年９月１日　大阪府　男性
車名：ＳＵＶ　　登録年月：不明　　走行距離：不明

【相談】
１年前に点検に出した時にエンジンオイルも交換し

て貰った。乗って帰る途中でボンネットから煙が出て

きたので車に詳しい友達に見て貰ったら、オイルを入

れる時に大量にこぼしたみたいでエンジンルームがビ

チャビチャになっていた。ディーラーに持ち込んだら、

エンジンルームを高圧洗浄機で洗ってくれた。その後

から度々エンジンが掛からなくなった。クランキング

はするが、掛からない。度々ディーラーに預けたが、

１年経つのに直らない。とうとう、この８月27日に滋

賀県の出先でエンジンが掛からなくなり、ディーラー

が積載車で取りに来た。現在入庫中であるが、また直

らないまま乗らないといけないと思うと不安である。

だから、オイルをこぼして煙が出た時に車の交換を希

望したのに、そのまま乗らせるからこんなことになっ

た。１年がかりで現象も出ているのに、なぜ直らない

のか。メーカーにも苦情の電話を入れたが、「うちは

車を作っただけです。ディーラーと話をして下さい」

と無責任な返事をされた。店長とも話をしたが、黙っ

たままでお詫びの言葉も無く「引き続き修理をさせて

下さい」と言うだけで１年経過している。気が収まら

ないので、振興会に電話した。この先どうしたら良い

のか、との相談。

【対応】
相談者の話だけ聞いても、１年間も現象が出ている

のに直せないのはおかしい。ディーラーの話を聞きた

いので、と連絡取ることの了承を貰った。ディーラー

に電話。サービス責任者を店長が兼ねているらしいが、

本日と９月４日は会議の為不在で火曜日が定休日なの

で６日にしか話が出来ず、相談者にも了解を貰って「来

週電話で話をします」と言って、電話を切った。９月

４日、ディーラーの店長から入電。相談者からの話を

伝え、事実の確認をした。店長からの聴取事項は以下

の通り。

・平成28年10月に法定点検とエンジンオイルとエレメ

ント交換の作業をした。エンジニアがオイルを入れ

る時にこぼしてしまい、念入りに高圧洗浄機で清掃

し出庫。その夜になって相談者から苦情の電話が

入った。近くにＦ店があったので、そこで入庫点検

して貰ったら、当店舗での清掃が不十分であった為

に再度清掃して貰った。が、そこでも細かな清掃が

出来ていなかったため、元々の紹介である他系列の

ディーラーに持ち込まれ、そこでの仕上がりに納得

され、当店の信用を無くしてしまった。

・その後今回の故障になるまでに、お詫びと調子伺い

をスタッフと店長でしていた。

・平成29年８月11日にエンジンが掛からなくなって他

系列のディーラーに入庫したと連絡があった。その

店舗に連絡を取ると、「ダイアグ異常コードも出て

おり、配線に問題があったので修理します」とのこ

とであった。

・８月27日に滋賀県にてエンジンが掛からなくなり、

当店から積載車で引き上げに行った。「あなた方は

信用無いし証拠を隠す恐れがあるので、第三者に見

て貰いたい」とのことで、当店から電装部品販売店

に相談者の了解のもと依頼し点検して貰った（防犯

装置が取り付けてあり、その店舗は代理店もしてい

た）。９月１日、フューエルポンプの不良であるこ

とがわかった。

・相談者からは、「８月11日の故障の時からオイルを

こぼしたことで煙が出てそのことが今回の原因であ

り、車両入れ替えを要望したのにそのまま乗らして

るからこんな目にあった」と苦情を言われている。

　９月５日、振興会に相談者の父親から入電。ディー

ラー店長からの事実確認と相談者との相違点をご説明

した。父親は、「昨日の夜にディーラー店長から修理

の現状報告と原因が判明したこと、完成予定日の説明

と謝罪の言葉で、息子も納得して受け取って乗ること

を決めました。私も勘違いして、故障は１年前からあっ

たものと思っていました。ご迷惑をおかけしました」

とのこと。ここで、相談は終了。
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Ｃａｓｅ10　何回修理に出してもブレーキの利きが
直らない
平成29年９月６日　兵庫県　男性
車名：軽自動車　　登録年月：不明
走行距離：不明

【相談】
ブレーキの利きが悪い為、中古で購入した車ではあ

るが購入した店には整備工場が併設していないので、

近くのディーラーで整備を依頼した。もちろん中古で

もあるし、クレームやリコールだというつもりもない

ので、普通に有償の修理をお願いしている。しかし、

これまで複数回修理をお願いして、費用もお支払いし

ているがやはり直らない。今回も前回の修理では改善

されなかったので修理の為に車を預けているが、２週

間程経っても連絡すらくれない。だんだん不安になっ

てきた。直らない不具合などあるのだろうか、そして

対応に問題はないのだろうか？ という問い合わせ。

【対応】
まずは振興会の立ち位置や成り立ちを説明し、でき

ることできないことを理解していただき、詳細を聞く

ことから始めた。ディーラーということで、検索して

みると会員工場であった為、相談者の希望であれば

ディーラーの店舗へお話を聞くことも可能ということ

を伝えた。そのやり取りの中でお聞きした内容は、具

体的な症状として、朝一に車に乗り通常程度の暖機を

した後に走り出すとブレーキが尋常でないぐらい利か

ないといったもの。ブレーキの症状が冷間時だけに限

られ、誰が乗っても再現される。ディーラーの工場長

や担当整備士も症状を確認し、要修理であることを双

方が認識している。費用を支払ったのは最初だけで、

そのあとは不具合が改善しないので再修理が数回続い

ているという状況であった。

整備内容は、交換したものがフロントブレーキパッ

ド、フロントブレーキキャリパー、リヤブレーキ

シュー、リヤブレーキドラム、リヤブレーキ関連部品、

ブレーキホース、マスターシリンダー、マスターバッ

ク、Ｐバルブ関係、インテークマニホールド、エンジ

ン～ブレーキ間の各ホース、スパークプラグなどで、

それ以外にもマスターバックの作動不良を考えエンジ

ン始動後の負圧不足に関係するエンジン各所の点検・

整備・調整といった現状思いつく限りのことは行われ

ていた。ディーラーの担当者へ連絡し話を聞くと、双

方の話に食い違いはなく、どちらもちゃんとした大人

の対応をされている印象を受けた。これまでの整備作

業は、自店舗のサービススタッフだけでなく、他店舗

やサービス本部、更にはメーカーにまで情報提供を得

て作業されているが、不具合は直っていない。今回も

車を預かってはいるが、現状としては手を入れる箇所

がなく困り果て、メーカー国内サービス部のエリア担

当者に依頼し見に来て貰えるように手配しているが、

日程の都合の為そこに至っていない。その為、相談者

への連絡がしにくくなってしまったようだ。こちらか

らのアドバイスとしては、相談者は連絡がないことと

説明が少し不足していることを不安に思っていると伝

え、現状を可能な限りで連絡してはどうかと提案した。

担当者は快諾し連絡していただけることになった。相

談者に、ディーラー担当者から聞いた話を伝えると内

容に納得したようで、「担当者から連絡を貰えるなら、

これからも信頼してみる。この度、インターネット検

索で整備相談所を見つけ電話したが、色々なことを教

えて貰え、ディーラー担当者との橋渡しとなってくれ

て助かった」と言って、電話を切った。
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スキャンツール活用事業場認定制度がスタートしました
　平成25年４月１日よりスキャンツール活用事業場認定［コンピューター・システム診断認定店］
の申請が始まります。認定事業場には下記ツール（のぼり、卓上盾、看板）の掲示が可能となり、
お客様に事業場をアピールするツールとして、ご活用いただけます。

認定要件　①スキャンツール応用研修修了者
　　　　　　又は、一級小型自動車整備士が１名以上勤務していること。
　　　　　②スキャンツールを保有していること。

（J-OBD Ⅱ対応、DTC の読み取り・消去、作業サポート、フリーズフレームデータ、
データモニター、アクティブテストの機能を有するもの。）

　　　　　③ FAINES 通常会員に加入していること。
　　　　　④振興会会員であること。
　　　　　⑤上記ツール（のぼり、卓上盾、看板）のどれか一つ以上の購入

申請に必要なもの
　　　　　・申請用紙⇒ホームページ又は、次ページをコピーしてください。
　　　　　・スキャンツールの写真
　　　　　・応用研修修了証又は一級小型自動車整備士の合格証の写し（コピー）
　　　　　　＊認定には数日お時間をいただきますので、あらかじめご了承ください。

のぼり（W600㎜× H1,800㎜）
2枚一組、竿無し 1,905円（税抜）

卓上盾（W180㎜× H240㎜）
2,857円（税抜）

看板（W600㎜× H498㎜）
4,333円（税抜）

整
　
　
備
　
　
士

事
　
　
業
　
　
場

申し込み 申請

認定修了証

都　道　府　県　自　動　車　整　備　振　興　会

スキャンツール
活用研修会の開催

◦基本研修（24年４月～）
◦応用研修（25年４月～）

認定審査（25年４月～）

◦応用研修修了者又は
　一級自動車整備士
◦スキャンツール保有
◦ FAINES 加入

研修修了証の交付 コンピュータ・システム
診断認定店

スキャンツール活用事業場認定制度フローチャート
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 NO　　　　　　　　　

スキャンツール活用事業場認定申請書
［コンピューター・システム診断認定店］

平成　  　年　  　月　  　日

住所 電話番号

 認証番号

事業場名 ㊞　  FAINES 会員番号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１．応用研修修了者又は一級整備士【応用研修修了証又は一級整備士合格証書のコピーが必要となります。】

応用研修修了者又は一級整備士

氏名
応用研修修了証番号又は一級整備士合格証

番号

２．保有スキャンツール【写真が必要となります。】

メーカー名　　　　　　　　　　機種名 シリアル NO

　保有する機能に○をつけてください。

J － OBD Ⅱ対応 データモニター フリーズフレームデーター

DTC 読み取り・消去 作業サポート アクティブテスト

３．認定ツール【１つ以上の購入が必要となります。】

看板（N43720024）

４，３３３円（税抜）

卓上盾（N43710024）

２，８５７円（税抜）

のぼり旗（N43730024）

１，９０５円（税抜）

枚 枚

（２枚一組・竿なし（注））

セット

　＊ツール代金は後日、商品と引き換えでいただきます。

　＊振興会記入欄

振興会認定日

平成　　　　年　　　　月　　　　日

備考

愛媛県自動車整備振興会
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技術相談窓口名簿訂正のお願い
　昨年７月にお届け致しました技術相談窓口名簿に変更が生じたため、各項目の訂正をお願い
いたします。

（P1）平成29年９月20日現在

ディーラー名 愛媛トヨペット 株式会社   サービス本部 担当者名
城戸　　浩
佐藤　威瑞

電 話 番 号 ０８９－９７２－０４２６ ＦＡＸ番号 ０８９－９７３－６８０１

扱 い 車 種

セルシオ、アバロン、ソアラ、マークⅡ、コロナ、エクシブ、サイノス、ハリアー、
コルサ、カルディナ、トヨエース、ハイエース、イプサム、プログレ、プラッツ、
キャミ、ツーリングハイエース、グランドハイエース、アルファード、
イスト（マイナーチェンジ前）、プレミオ、プリウス（20系以降）、マークＸ、ポルテ、
ラクティス、ベルタ、サクシード、ラッシュ、ブレイド、ヴァンガード、８６、
ＰＨＶ、プリウスα、アクア、アベンシス（ZRT272：2011.6～）、ピクシスシリーズ（軽）
ＳＡＩ、オーパ、コンフォート、オーリス（2016.4～）、タンク、シエンタ（現行モデル）、

エスクァイア、 CH-R　→　C-HR　（変更）　新型カムリ（H29.7～）（追加）

定 休 日 月曜日

（P3）平成29年９月20日現在

ディーラー名 株式会社ホンダ四輪販売四国　松山久米店 担当者名 門屋　　太

電 話 番 号 ０８９－９５８－６８００ ＦＡＸ番号 ０８９－９５８－６８０１

ディーラー名 株式会社ホンダ四輪販売四国　今治産業道路店 担当者名 河野　宏幸

電 話 番 号 ０８９８－４８－２９３４ ＦＡＸ番号 ０８９８－４８－２４９３

扱 い 車 種 全車種

定 休 日 水曜日

（P3）平成29年９月20日現在

ディーラー名 株式会社西四国マツダ　サービス統括 担当者名 左脇　　貢

電 話 番 号 ０８８－８８３－９１２０ ＦＡＸ番号 ０８８－８８３－９１２６

扱 い 車 種 マツダ全車種

定 休 日 火曜日

— 38 —



技術相談窓口相談ルール厳守のお願い
並びに厳守事項と依頼書の一部変更について

平成27年９月３日に各ディーラー技術相談窓口担当者と振興会技術委員会委員による「技術
相談窓口担当者意見交換会」を開催しました。

その際、各ディーラー相談窓口の実態と要望を伺ったところ、次の通り現状は、各担当者か
ら同じような実態と要望がありましたので、再度次ページの『技術相談にあたっての厳守事項』
を確認のうえ、相談をお願いします。

今回、『技術相談にあたっての厳守事項』と『整備技術相談依頼書』の一部変更しましたので、
併せてお知らせします。なお、アンダーライン部分が変更箇所となります。

各ディーラー技術相談窓口の現状

・ＦＡＸなしで電話での問い合わせが非常に多い。
→回答するための資料などが準備できないため、回答に時間がかかってしまいます。また、

車両情報がなければ装備などもわからないため、どこを確認すればいいかの範囲が広くなっ
てしまいます。

・現車の点検、確認等を行わず、症状だけで答えを聞いてくる。
→担当者が実車を確認しているわけではないので、不具合部位の推定範囲を小さくするため

に、点検内容や問診内容が重要になります。その情報が少ないほど推定範囲は広くなります。
車の部品個数は約５万にもなります。その中から少しでも推定範囲を小さくしたいもので
す。

・相談時間外（昼休みや夜の業務時間外など）に問い合わせがある。

・問い合わせ者の都合で時間をせかされる。
→担当者の業務は相談窓口の対応だけではありません。自社の仕事を行いながら平行して相

談にのっていただいております。同時に行う業務も多数あります。時には出張もあります。
相談者の先にお客様が待っているのも知っています。相談者には相談者の、担当者には担
当者の都合があります。相談者、担当者、どちらも少しでも円満に話がすすむように、また、
ユーザーにご不便をかけないためにも、ルールを守りましょう！

厳守事項

ＦＡＸ前に担当者にＦＡＸを送る事を電話で伝え、ＦＡＸを送る。

ＦＡＸが届かない場合は、相談に応じません。

＊ 相談後は、結果を報告しましょう！  担当者も人間です。相談ルールを守り、結果の報告が
あれば、次回も丁寧に相談にのっていただけるでしょう！
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必ず守ってください！

技術相談にあたっての厳守事項

厳守事項を守らない方は、技術相談に応じられません。

１．事前に相談窓口担当者に電話し、これから『技術相談依頼書』（別紙）を FAX する

ことを伝えます。その際に 社名、担当者名 を申し出てください。ＦＡＸ
による事前相談がないと、相談に応じられません。

２．事前に 基本点検、ダイアグ診断 等を備え付けの整備マニュアルや技術

資料又はＦＡＩＮＥＳ（ファイネス：整備情報システム）で確認して点検を行い、『技

術相談依頼書』に必要事項（点検結果等）をもれなく記入し、相談窓口担当者にＦＡ

Ｘしてください。

３．相談は、上記２．で基本点検、ダイアグ診断等を行った、整備主任者、２級整備士で 

技術に関して詳しい方 が行ってください。

４．相談時間帯は、 午前10時～午後４時 までとし、昼食時（12時～13時）は

避けること。

５．相談内容は、原則として 15分以内 で行うこととします。

６．担当者が休みの場合があります。予めご了承ください。

７．取扱車種以外の相談、質問はしないでください。

８．タイミングベルト 及び セキュリティー関係（イモビライザ、スマー

トキー等）の相談は お断りします。（タイミングベルトは、商工組合でマニュ

アルをお買い求めいただくか、ＦＡＩＮＥＳにご加入ください。）

９．諸元・基準値及び整備料金に関する相談は、お断りします。

10．フリーダイヤルでの技術相談はお断りします。

11．整備マニュアル等自動車メーカーの著作物をコピー、ＦＡＸすることは自動車メー

カーの著作権を侵害する恐れがありますので、相談に当たって、これらを要求する

ことは厳に慎んでください。

12．相談後は、相談窓口担当者に結果報告とお礼のＦＡＸをしてください。
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インターネットを利用して

自動車整備に必要な情報をゲット！！

ＦＡＩＮＥＳでできること

・メーカーのマニュアルが直接閲覧できる。

・故障整備事例＆アドバイス情報を入手できる。

・各車種の主要諸元値、点検基準値、標準作業点数が確認できる。

・リコール情報が入手できる。

・ｅｔｃ・・・。

入会金（初回のみ）	 １２，０００円

基本料金（月額）	 １，３００円	（３カ月毎の引き落とし）

FAINESに関するお問合せは、自動車整備振興会技術・教育課まで。

※	表示金額は全て消費税抜きの金額です
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Ⅲ．
整備技

術

関係情
報

当該技術相談は（一社）福岡県自動車整備振興会の
ご協力により情報提供を受けたものです。
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街頭検査実施結果のお知らせ

　愛媛運輸支局、警察、自動車技術総合機構、軽自動車検査協会及び振興会支部会員の皆

様方のご協力により街頭検査を実施し、整備不良車、違法改造車の排除と「自動車の保守

管理責任の啓蒙と点検整備の重要性、必要性等」の指導を行いましたので、下記の通りご

報告いたします。

◦◦　お疲れ様でした　◦◦

実施日時　　平成30年１月11日（木）　13時30分～15時30分

実施場所　　松山市末町222　国道317号　湯山駐在所付近

協力支部　　中予支部（城南、城西ブロック）

出動人数　　国土交通省２名、警察３名、振興会会員５名、振興会事務局１名

合計出動人数　11名

検査車両数　　　　　　　　50台

不良車両数　　　　　　　　８台 …………不良車両数の割合16％

整備命令交付車両数　　　０台

検査証有効期間切れ車両数	 ０台

定期点検整備未実施件数 18件……未実施車両数の割合36％

特種車両警告書件数 ０件

整備不良車両関係（口頭警告件数） ８件　　車両法第54条

整備不良車両関係（命令交付件数） ０件　　車両法第54条

不正改造車両関係（口頭警告件数） ０件　　車両法第54条の２

不正改造車両関係（命令交付件数） ０件　　車両法第54条の２

装置別の保安基準不適合箇所数内容

◦電気・灯火類　　　　　２件 ◦走行装置　　　　　　　６件

 ※合計不良箇所件数　			８件

Ⅳ
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平成29年度　検査台数報告

（平成29年12月分）

Ⅴ．
統 計

・

資料関
係

登録自動車

平成29年

月　別

新　　規 継　　続 計 ４月よりの累計

指定 持込 指定 持込 指定 持込 指定 持込

12月 380 576 14,120 1,785 14,500 2,361 144,562 23,680

対前年同月比 105.3% 94.4% 91.1% 91.7% 91.5% 92.3% 100.0% 98.4%

前年同月 361 610 15,494 1,947 15,855 2,557 144,605 24,068

軽自動車

平成29年

月　別

新　　規 継　　続 計 ４月よりの累計

指定 持込 指定 持込 指定 持込 指定 持込

12月 369 193 13,673 2,679 14,042 2,872 125,657 28,134

対前年同月比 117.5% 117.7% 107.1% 99.6% 107.4% 100.6% 105.5% 100.6%

前年同月 314 164 12,766 2,691 13,080 2,855 119,146 27,977

登録車・軽

平成29年

月　別

新　　規 継　　続 計 ４月よりの累計

指定 持込 指定 持込 指定 持込 指定 持込

12月 749 769 27,793 4,464 28,542 5,233 270,219 51,814

対前年同月比 111.0% 99.4% 98.3% 96.2% 98.6% 96.7% 102.5% 99.6%

前年同月 675 774 28,260 4,638 28,935 5,412 263,751 52,045
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四国の自動車保有台数と販売状況（速報）
平成　  年　  月の29　 12

四国運輸局

徳　　島 香　　川 愛　　媛 高　　知 計

検
　
　
　
査
　
　
　
自
　
　
　
動
　
　
　
車

前 年 同 月 末 車 両 数 315,560 402,518 491,190 254,027 1,463,295
前 月 末 車 両 数 315,757 403,326 492,008 254,743 1,465,834

登
　
録
　
自
　
動
　
車

新
　
規
　
登
　
録

新
　
車

前　 月 1,355 1,814 2,135 1,197 6,501
当　 月 1,347 1,980 2,272 1,185 6,784
前 月 比 99.4 109.2 106.4 99.0 104.4

中
　
古

前　 月 433 580 602 323 1,938
当　 月 460 616 635 315 2,026
前 月 比 106.2 106.2 105.5 97.5 104.5

計
前　 月 1,788 2,394 2,737 1,520 8,439
当　 月 1,807 2,596 2,907 1,500 8,810
前 月 比 101.1 108.4 106.2 98.7 104.4

抹 消 登 録 1,671 2,156 2,577 1,212 7,616
管 轄 変 更（ 入 ） 747 1,257 1,273 427 3,704
管 轄 変 更（ 出 ） 804 1,413 1,446 722 4,385

小 型 二 輪 車　 増 減 14 2 40 28 84
当 月 末 車 両 数 315,850 403,612 492,205 254,764 1,466,431

対 前 年 同 月 比 100.1 100.3 100.2 100.3 100.2
対 前 月 比 100.0 100.1 100.0 100.0 100.0

軽
　
　
　
自
　
　
　
動
　
　
　
車

前 年 同 月 末 車 両 数 308,824 385,478 532,153 312,046 1,538,501
前 月 末 車 両 数 309,618 387,251 534,454 312,920 1,544,243

検
査
対
象
軽
自
動
車

届
　
　
　
　
　
出

新
　
車

前　 月 1,108 1,637 2,189 1,153 6,087
当　 月 1,078 1,630 1,852 1,204 5,764
前 月 比 97.3 99.6 84.6 104.4 94.7

中
　
古

前　 月 342 442 562 415 1,761
当　 月 360 430 562 401 1,753
前 月 比 105.3 97.3 100.0 96.6 99.5

計
前　 月 1,450 2,079 2,751 1,568 7,848
当　 月 1,438 2,060 2,414 1,605 7,517
前 月 比 99.2 99.1 87.7 102.4 95.8

検 査 証 返 納 1,349 1,778 2,398 1,357 6,882
転 入・ 転 出 40 －195 105 －153 －203

軽 二 輪 車　 増 減 22 15 15 10 62
当 月 末 車 両 数 309,769 387,353 534,590 313,025 1,544,737

対 前 年 同 月 比 100.3 100.5 100.5 100.3 100.4
対 前 月 比 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

総
　
合
　
計

前 年 同 月 末 車 両 数 624,384 787,996 1,023,343 566,073 3,001,796
前 月 末 車 両 数 625,375 790,577 1,026,462 567,663 3,010,077
当 月 末 車 両 数 625,619 790,965 1,026,795 567,789 3,011,168

対 前 年 同 月 比 100.20 100.38 100.34 100.30 100.31
対 前 月 比 100.04 100.05 100.03 100.02 100.04

小型二輪車増減欄は、当月の小型二輪車の増減車両数の差引値
検査対象軽自動車の転入・転出欄は、当月の検査対象軽自動車の転入・転出による増減車両数の差引値
軽二輪車増減欄は、当月の軽二輪車の転入・転出による増減車両数を除いた増減車両数の差引値（速報値）
総合計の対前年同月比及び対前月比は、変化が小さいため小数点以下第２位まで算出している
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